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地
域
で
農
村
環
境
を
守
る

の
う

ち

み
ず

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

市
内
の
田
園
地
帯
を
車
で
走
っ
て
い
る

と
、
美
し
い
お
花
畑
を
見
か
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
春
は
菜
の
花
、
夏
に
は
ポ
ピ

ー
や
ひ
ま
わ
り
、
秋
に
は
彼
岸
花
や
コ
ス

モ
ス
…
。
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
、

農
家
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
自
治
会
や
育

成
会
な
ど
と
協
力
し
て
休
耕
田
や
あ
ぜ
道

に
植
え
て
い
ま
す
。
美
し
い
農
村
風
景
は
、

単
に
自
然
が
豊
か
だ
か
ら
美
し
い
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
が
手
を
加
え
て

い
る
か
ら
こ
そ
美
し
い
の
で
す
。

ど
こ
ま
で
も
広
が
る
田
ん
ぼ
の
景
色
も
、

あ
ぜ
道
の
草
が
伸
び
放
題
で
は
美
し
く
な

い
し
、
田
ん
ぼ
の
脇
を
流
れ
る
水
路
も
、

ご
み
で
詰
ま
っ
て
い
た
ら
台
無
し
で
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
地
味
で
目
立
た
な

い
も
の
だ
け
ど
、
実
は
と
て
も
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。

平
成
１９
年
か
ら
始
ま
っ
た
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策（
以
下
農
地
水
）。
こ

の
事
業
は
農
道
や
水
路
な
ど
の
農
業
環
境

と
、
農
村
の
美
し
い
景
観
を
保
全
す
る
た

め
の
事
業
で
、
協
定
面
積
に
よ
り
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
補
助
金
を
使
い
、

農
家
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
が
協

力
し
あ
い
、
農
道
や
水
路
を
清
掃
し
た
り
、

花
を
植
え
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
各
地
域

で
行
っ
て
い
ま
す
。
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農家

活動組織の
イメージ

市町村地域
住民

都市
住民NPO

JA水土里
ネット

農
業
は
今
全
国
的
に
危
機
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
が
主
な
理

由
で
す
。
そ
う
し
た
事
情
か
ら
、
農
村
環

境
の
保
全
を
農
家
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
に
始
ま

っ
た
の
が
こ
の
事
業
で
す
。

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
、
市
内
で
は
４２

地
域
で
活
動
組
織
が
立
ち
上
が
り
、
市
と

協
定
を
結
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

大
切
な
事
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
を

見
つ
め
直
し
、
地
道
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

那
須
塩
原
市
の
美
し
い
農
村
環
境
を
将
来

へ
引
き
継
い
で
い
く
の
は
私
た
ち
で
す
。

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

インタビュー

那須塩原市
農地・水・環境保全
向上対策協議会
臼井正一会長

これまでは農家だけが農道の管理や
水路の清掃などを行い、農業環境

の維持に努めてきました。農地水の特
徴は、農家と地域の住民がいっしょに
こうした整備を行うことです。それに
より、互いが交流する機会が増え、地
域内でのコミュニケーションが図られ
ます。同時に、地域の絆もさらに深ま
っていると思います。それと田んぼの
生き物調査は地域の小学校や育成会な
どといっしょに行います。子どもたち
も自然や昆虫に対して興味が増し、農
業者も田んぼの生き物の調査をするこ
とで、環境の変化などを直接感じるこ
とができます。平成19年から始まった
農地水も 5年目を迎え今年度で終了す
ることになります。これまで培ってき
た地域の絆がなくなってしまうのはも
ったいない。また遊休農地を利用した
花畑が無くなってしまうのは惜しい。
それぞれの地域で続けていくのは難し
いと思いますが、今後も継続し、この
農業環境や美しい自然風景を維持して
いってほしいと思います。

三区町に植えられた
ポピー。秋にはコス
モスが植えられ、季
節ごとに楽しませて
くれます。
現在多くの地域で、
景観づくりのため、
花植えを行っていま
す。
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たんぼまわりの生き物調査 （横林）

農地水の事業の中で子ども
の参加者が多いのがこの生
き物調査です。栃木県内は
すべての活動団体が実施し
ています。写真の横林地区
は横林小の授業と連携し、
同校の 3、 4年生と生き物
調査を行っています。小学
校隣の田んぼや林の中で、

かえるやチョウなどの生き
物を捕まえます。その後、
教室で、生き物マップを作
成。子どもたちは自分たち
が住んでいる地域の生物に
興味を持つのはもちろんで
すが、大人も田んぼの環境
を再認識する機会になって
います。

４２
地
域
、
対
象
面
積
４
１
７
４
ha
で
行

わ
れ
て
い
る
那
須
塩
原
市
の
農
地
水
の
活

動
。
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
、
身
近
な

活
動
も
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
ぐ
る

み
で
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
」（
生

物
状
況
調
査
）
は
「
多
く
の
参
加
者
が
楽

し
く
継
続
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
身
近

な
環
境
に
対
し
て
関
心
を
持
つ
た
め
」
と

し
た
栃
木
県
独
自
の
活
動
要
件
に
な
っ
て

お
り
、
県
内
で
農
地
水
の
活
動
に
取
り
組

む
す
べ
て
の
地
域
が
行
っ
て
い
ま
す
。

青
木
三
区
で
農
地
水
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
福
田
敬
夫
さ
ん
は
「
青
木
三
区

で
は
８
月
ご
ろ
那
須
疏
水
（
品
川
堀
）
の

水
量
が
減
る
時
期
に
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
を
集
め
て
生
き
物
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
事
業
の
お
か
げ
で
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
地
域
住
民
の
結

び
つ
き
が
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

農
地
水
の
事
業
は
農
村
環
境
の
整
備
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
絆
を
深
め
る
き
っ

か
け
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

横林小3、 4年生約20人が参加し
て行われた生き物調査

農村の環境を守るため
地域で行われている活動は

アドバイザーによる生き物マップ解説

青木三区保全組合
たか お

福田敬夫代表
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花植え （青木三区）

多くの組織が田んぼのあぜ
道や遊休農地に花を植えて
います。季節ごとに植えて
いる地域もあり、花を見る
ためにこうした道路を通る
人もいるほどです。写真の
青木三区では、とうもろこ
し畑や田んぼの隣に植えら
れていました。この日は約

100人が参加し、サルビア
3000株を植えていました。
写真のドラム缶には肥料が
入っていて、均等に穴が空
いています。これは福田敬
夫代表が作成したもので、
転がすと５０㎝ごとに肥料が

ま

落ちる（蒔ける）仕組みに
なっています。

ごみ拾い （上大貫上）

上大貫上地域の農地は多く
の車が通る幹線道路の近く
にあります。そのせいか、
空き缶や空きびんなどのご
みが田んぼやあぜ道に捨て
られ、景観上も農作業を行
う上でも困っていました。
そこで、農地水の活動の中
でごみ拾いを始めました。

そのおかげで、多くの人が
自分が住んでいる地域の問
題に関心を持ってくれるよ
うになったそうです。臼井
勲代表は「一人では自分の
土地のごみしか拾えないが
みんなで拾うことができる
のでありがたい」と話して
くれました。

草刈り （青木一区）

田んぼのあぜ道などで見られ
る草刈り。写真の青木一区に
は北緯37度線と東経140度線が
交わる「那須野ゼロポイント」
があります。ゼロポイントは
経度緯度とも「 0分 0秒」の
地点で、関東でも三つしかな
い貴重な場所。このゼロポイ
ントにはビオトープを整備し

たほか、かつてこの周辺を流
れていたとされる用水路「小
針掘」を再興させました。こ
の日は青木一区環境保全隊の
メンバー10人がビオトープ周
辺の草刈りを行いました。今
後はホタルが住み着くような
場所を目指して整備を進めて
います。

ホタルの里の整備 （二区町）

ホタルの里の整備に力を入れ
る二区町。平成17年にホタル
の里として整備した水路を地
元「ホタルの里保存会」と二
区町地域資源保全隊が共同で
整備を行っています。この日
は約20人が参加して、周辺の
草刈りや水路掃除などを行い
ました。二区町内でも環境の

変化などにより、ホタルの姿
が見られなくなってしまいま
した。しかしこうした活動が
実を結び、近年は徐々にホタ
ルが戻ってきているそうです。
この周辺では 6月下旬～ 7月
中旬に、ホタルが舞う姿を見
ることができるそうです。

6月に各地域で行われた活動に密着。どの地域も農業者以外の人も参加し活動を行っていました。

平成23年 7月 5日号５



インタビュー

「
三
区
町
の
活
動
方
針
で
大
切
に
し
て
い

る
点
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
」と

話
す
の
は
保
全
隊
の
木
下
巖
代
表
。
そ
の

た
め
、
打
ち
合
わ
せ
な
ど
も
含
め
活
動
日

数
は
年
間
１
２
０
回
、
３
日
に
１
回
は
農

地
水
の
活
動
を
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま

す
。「
活
動
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
保

全
隊
の
役
員
だ
け
が
が
ん
ば
ら
な
い
こ
と
。

こ
れ
だ
け
の
日
数
を
活
動
し
て
い
る
と
、

全
員
が
そ
ろ
わ
な
い
事
も
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
、
役
員
の
都
合
が
悪
く
て
も
保
全
隊

の
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
、
カ
バ
ー
し
あ
え

る
体
制
を
築
い
て
い
ま
す
。」

ま
た
、
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
も
特
徴
で
す
。「
三
区
町
の
活
動
は
す

ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

この美しい環境を
守っていくために

三区町環境保全隊の取り組み

世帯数750戸のうち、農家戸数110戸。
三区町内を流れる那須疏水など、地域
資源を生かした活動をする三区町環境
保全隊の取り組みを取材しました。

今年で3回目となる那須疏水＆田園ウォーク。三区町の歴史や魅力を学ぶことができるこの
イベントは今年も7月 2日に開催されました。（写真は昨年7月に開催されたものです）

環境に配慮した農業への取り組みが評価
され、今年2月、第16回全国環境保全型
農業推進コンクールで農林水産大臣賞を
受賞しました。

那須疏水＆田園
ウォークは無農
薬の合鴨米がも
らえたり、那須
疏水の勉強にも
なります。

平山茉里さん
太一くん

今日は三区町公
民館の近くにマ
リーゴールドを
植えました。早
くお花が咲くと
いいな。

山田美幸さん
ののか

希風ちゃん
か

そよ風ちゃん
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と
話
す
の
は
広
報
活
動
を
担
当
し
、
保
全

隊
の
事
務
局
を
担
当
し
て
い
る
鈴
木
良
雄

さ
ん
。
鈴
木
さ
ん
は
行
事
ご
と
に
更
新
さ

れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
３
カ
月
に
１
回
発

行
さ
れ
る
広
報
紙
を
作
成
。
そ
こ
で
は
３

カ
月
先
の
行
事
予
定
を
掲
載
し
、
大
勢
の

人
が
参
加
し
や
す
い
体
制
を
築
い
て
い
ま

す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
に
２８
団
体
が
視
察
に

訪
れ
る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
県
内
外
に
知

れ
渡
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
環
境
に
配
慮
し
た「
営
農
活
動
」

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
低
農

薬
・
低
化
学
肥
料
の
農
業
に
取
り
組
む
、

農
地
水
の
活
動
で
は
２
階
建
て
部
分
と
呼

ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
三
区
町
は
昔
か

あ
い
が
も

ら
合
鴨
農
法
や
有
機
農
業
な
ど
、
環
境
に

配
慮
し
た
農
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
過

去
の
そ
う
し
た
取
り
組
み
か
ら
、
地
域
ぐ

る
み
で
化
学
肥
料
や
農
薬
を
５
割
減
ら
す

こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
昨
年
は
三
区

町
内
で
４０
戸
、
約
７９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積

を
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に

平
成
１９
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
農
地
水
の

事
業
も
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
農

林
水
産
省
の
政
策
が
今
後
ど
う
な
る
か
現

段
階
で
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
農
地

水
の
事
業
自
体
が
な
く
な
る
の
か
、
補
助

金
を
減
額
し
て
取
り
組
む
の
か
…
。
来
年

度
以
降
、
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
組
む
の

か
は
、
ど
こ
の
地
域
も
心
配
し
て
い
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

三
区
町
環
境
保
全
隊
で
は
今
後
の
農
地

水
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
三
区
町
内
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
２
７
５
人
か
ら
回
答
が
あ
り
、
半
分
以

上
は
活
動
の
継
続
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
、
三
区

町
で
は
活
動
継
続
の
た
め
、
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

設
立
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
内
の
農
村
環
境
は
、
先
人
た
ち
の
血

の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
に
よ
っ
て
開
拓
さ

れ
た
も
の
で
す
。
私
た
ち
が
こ
の
環
境
を

将
来
に
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
思
え
ば
、

た
と
え
農
地
水
の
制
度
が
な
く
な
っ
た
と

し
て
も
、
こ
う
し
た
活
動
は
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
今
回
農
地
水
の
活
動
で
再

認
識
し
た
地
域
の
魅
力
や
、
住
民
同
士
の

絆
。
こ
う
し
た
地
域
の
財
産
と
毎
日
の
地

道
な
取
り
組
み
こ
そ
が
、
農
村
環
境
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

印南丈作・矢板武らが創設した那須
開墾社第二農場跡地。現在は歴史公
園として整備されています。

三区町を流れる那須疏
水農業用水路

三区町環境保全隊の役
員の皆さん

とちぎのふるさと田園風景百
選に選ばれた三区町地区。市
内には西岩崎、石林、接骨木
の計4地区が認定されていま
す。

そすいの郷の敷地内
にある水車

三
区
町
環
境
保
全
隊
は

「
好
き
で
す
！
那
須
疏
水
と

緑
豊
か
な
郷
・
三
区
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

三
区
町
公
民
館
の
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
た
標
柱

平成23年 7月 5日号７



国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
に
は

国
民
年
金
は
、
２０
歳
以
上
６０
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
、

老
後
の
生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
年

金
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の
と
き

の
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け

取
れ
る
制
度
で
す
。

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
ま
た

は
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

平
成
２２
年
度
（
平
成
２２
年
７
月

〜
２３
年
６
月
）
分
の
申
請
免
除
の

受
け
付
け
は
平
成
２３
年
８
月
１
日

ま
で
で
す
。

◆
申
請
免
除

申
請
免
除
に
は
、
全
額
免
除
と

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
が
あ
り
、

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
所
得

が
審
査
対
象
と
な
り
ま
す

※
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
の
承

認
を
受
け
た
場
合
、
減
額
さ
れ

た
残
り
の
保
険
料
を
納
付
し
な

い
と
、
未
納
期
間
扱
い
と
な
り

ま
す
。

※
未
納
の
場
合
、
将
来
受
け
取
れ

る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
ば

か
り
か
、
期
間
不
足
で
年
金
を

受
給
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

◆
猶
予
制
度

①
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

３０
歳
未
満
の
人
が
対
象
で
、

世
帯
主
の
所
得
に
関
わ
ら
ず
、

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
審
査
に

よ
り
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
制
度

で
す

②
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
が
対
象
で
、
本
人
の
所

得
審
査
に
よ
り
猶
予
が
受
け
ら

れ
る
制
度
で
す

※
い
ず
れ
も
猶
予
制
度
の
期
間
は
、

年
金
の
受
給
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
将
来
の
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ

け
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

◆
期
間
の
取
り
扱
い

全
額
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期

間
お
よ
び
一
部
免
除
を
受
け
て
残

り
の
部
分
を
納
め
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間

と
同
じ
く
、
受
給
資
格
期
間
に
含

ま
れ
ま
す

◆
年
金
額
と
の
関
係

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
際
に

は
、
免
除
を
承
認
さ
れ
た
割
合
に

応
じ
て
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
る
際
に
は
、
満
額

の
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す

◆
保
険
料
の
追
納
の
注
意

追
納
は
１０
年
前
ま
で
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
３
年
度
目
以
降
は
免
除
や
猶

予
さ
れ
て
い
た
と
き
の
金
額
に
加

算
額
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
早
め

の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
お
よ
び
一
部

の
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養

受
療
証
の
有
効
期
限
は
７
月
３１
日

ま
で
で
す
。

８
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
受

給
者
証
等
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

８
月
１
日
以
降
は
、
新
し
い
受

給
者
証
等
を
医
療
機
関
な
ど
の
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

高

齢

受

給

者

証

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
で
、
７０
歳
か
ら
７４
歳
の
人
に

交
付
し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
な

ど
で
診
療
を
受
け
る
と
き
に
は
、

国
民
健
康
保
険
証
（
紫
色
）
と
高

齢
受
給
者
証
の
両
方
の
提
示
が
必

要
で
す
。

高
齢
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
自
己
負
担
割
合
が
１
割
ま

た
は
３
割
と
な
り
ま
す
。

※
自
己
負
担
割
合
は
、
前
年
の
所

得
金
額
に
よ
り
判
定
さ
れ
ま
す
。

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養

受
療
証
の
う
ち
、
国
や
県
が
指
定

し
た
難
病
の
人
に
交
付
し
て
い
る

７０
歳
未
満
で
人
工
腎
臓
を
実
施
し

て
い
る
慢
性
腎
不
全
の
人
の
受
療

証
は
８
月
１
日
が
更
新
で
す
。

※
自
己
負
担
限
度
額
は
、
世
帯
の

前
年
中
の
所
得
金
額
で
判
定
。

※
血
友
病
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
よ
る
特
定

疾
病
療
養
受
療
証
の
人
は
、
８

月
以
降
も
現
在
の
受
療
証
が
使

用
可
。

現
在
使
用
し
て
い
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
保
険
証
の
有
効
期

限
は
７
月
３１
日
ま
で
で
す
。

８
月
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
を

７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
は
、
新
し
い
保

険
証
を
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
保
健
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
２
９

■西
市
民
福
祉
課

�
０
２
８
７（
３７
）５
１
０
３

■塩
総
務
福
祉
課

�
０
２
８
７（
３２
）２
９
８
８

※
期
限
切
れ
と
な
る
受
給
者
証
等

は
、
８
月
以
降
に
■本
保
健
課
・

■西
市
民
福
祉
課
・
■塩
総
務
福
祉

課
・
箒
根
出
張
所
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

大
田
原
年
金
事
務
所

�
０
２
８
７

（
２２
）６
３
１
３

■本
保
健
課

�
０
２
８
７

（
６２
）７
１
３
０

■西
市
民
福
祉
課

�
０
２
８
７

（
３７
）５
１
０
３

■塩
総
務
福
祉
課

�
０
２
８
７

（
３２
）２
９
８
８

一部納付する場合の月額保険料（２３年度）

納付保険料

15,020円

納付なし

3,760円

7,510円

11,270円

免除の割合

全額納付

全額免除

4分の1
納付

半額納付

4分の3納付

4分の3免除

半額免除

4分の1
免除

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
の

更
新
の
お
知
ら
せ
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国
民
健
康
保
険
で
は
、
病
気
の

早
期
発
見
、
健
康
の
保
持
増
進
を

目
的
と
し
て
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用

の
一
部
助
成
し
ま
す
。

少
な
い
自
己
負
担
で
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象
満
３０
歳
以
上
、
７４
歳
以
下
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、
納

期
限
の
き
て
い
る
国
民
健
康
保

険
税
を
す
べ
て
納
め
て
い
る
世

帯
の
人

※
特
定
健
診
を
受
け
た
人
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

助
成
額

・
一
泊
ド
ッ
ク

３
万
２
千
円

・
日
帰
り
ド
ッ
ク

１
万
８
千
円

・
脳
ド
ッ
ク

１
万
９
千
円

※
自
己
負
担
の
額
は
、
検
診
機
関

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

印
か
ん
と
国
民
健
康
保
険
証
を

持
参
し
て
申
し
込
み
先
へ
来
て

く
だ
さ
い

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
保
健
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
２
８

■西
市
民
福
祉
課

�
０
２
８
７（
３７
）５
１
０
３

■塩
総
務
福
祉
課

�
０
２
８
７（
３２
）２
９
８
８

４０～７４歳の国民健康保険に加入している人へ

�������	
�を利用してみませんか
国民健康保険では、市内の健康増進施設やフィットネスクラブで、自分の都合に合わせて施設や時間
を選び、楽しみながら健康づくりをしていただく、健康度アップ事業を行っています。
この事業を利用して、内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）を予防・解消し“病気になりに
くい体づくり”をしてみませんか？
◆対 象 ４０～７４歳の国民健康保険被保険者で、納期限のきている国民健康保険税をすべて納付して

いる世帯の人
◆内 容 週２回、３カ月コース

・健康度測定（基礎代謝量、体脂肪率、筋肉量、体水分量、肥満度、骨量等）
・各種マシンを用いて筋力トレーニング、有酸素運動、ストレッチなど

◆実施施設 ATCフィットネス、KPECフィットネスクラブ、女性専用フィットネス B-Line!
ウェルネスNASPA、ファインドスポーツクラブ、女性専用フィットネスカーブス西那須野

◆助 成 額 12,600円
◆個人負担額 3カ月で5,400円
◆申し込み・問い合わせ
■本保健課 �0287（62）7128
■西市民福祉課 �0287（37）5103
■塩総務福祉課 �0287（32）2988

利用後に多くあげられた声の一例
○体力がつき、足腰の痛みもなくなり、ストレスもなくなった。
○体力、筋力がついて疲れにくくなった。○肩こり、腰痛がなくなった。
○関節の痛みがなくなり、歩くのが楽になった。
○体重や腹囲が減って、運動することが楽しくなってきた。
○食事の量やバランスに気をつけて食べるようになった。 など

※効果には個人差があります。

☆平成22年度の利用者の声☆

利用者のアンケートから
○腹囲が減少した人は：69.4％
○体重が減少した人は：73.1％
○体脂肪が減少した人は：59.2％
○健康度アップを利用して良かっ
たと答えた人は：82.1％

「
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
」
の
申
し
込
み

人間ドックの種別

泊・日帰り・脳

脳

泊・日帰り・脳

泊・日帰り・脳

日帰り・脳

泊・日帰り・脳

日帰り

検診機関

菅間記念病院

那須脳神経外科病院

国際医療福祉大学病院

那須中央病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学塩谷病院

栃木県保健衛生事業団

平成23年 7月 5日号９



������������������������������������������������������������������������������

������取り組ん
でいます

か？

子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
関
心
に

基
づ
い
て
、
自
ら
活
動
内
容
（
自

然
観
察
、
水
生
生
物
調
査
、
地
球

温
暖
化
に
関
す
る
活
動
、
ご
み
拾

い
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
）
を

決
め
、
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に

環
境
活
動
を
行
う
ク
ラ
ブ
で
す
。

活
動
に
は
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ

ブ
事
務
局
か
ら
の
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
「
こ
ど
も

エ
コ
ク
ラ
ブ
」
へ
登
録
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対

象
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

ク
ラ
ブ
の
構
成

家
族
・
親
戚
、
近
所
の
友
だ
ち
、

学
校
の
ク
ラ
ス
、
子
ど
も
会
な

ど
、
自
由
な
構
成
が
可
能

※
ク
ラ
ブ
に
は
、
大
人
１
人
以
上

を
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
置
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

登
録
料
・
年
間
費

無
料

申
込
方
法

環
境
管
理
課
に
あ
る
登
録
用
紙

を
提
出
、
ま
た
は
、
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
登
録
で
き
ま
す
。

■HPhttp
://w

w
w
.j-ecoclub.jp/

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
環
境
管
理
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
９
３

夏は電気が一番多く使われる季節です。
今年の夏は、電力供給不足による大規模な停電が起こるおそれがあります。
6月に各戸に配布した「家庭の節電メニュー」や、栃木県が作成した「節電アクション大作戦」に積極的

に取り組んで、ピーク電力を昨年比で15％削減しましょう！

（“栃木発”節電アクション大作戦より抜粋）

電気を少なく上手に使う生活を心がけましょう！ できることから始めて、チャレンジ！

問い合わせ
■本環境管理課
�0287（62）7193

�������	

��������
�����

�������
���� 
!"���

電気ポットの節電や、
「緑のカーテン」設置
など、各家庭独自の取
り組みをしてみよう！

#$����� ��%�&�'()* +,

節電アクションに取り組むときには、熱中症など健康に
気をつけて無理のない範囲で実施してください

-.�/0��12
���

345��67��
86�

9�: ��;<=
�>?���

@*A
B��C��
DEF
GH�

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
へ

登
録
し
ま
せ
ん
か
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広報モニター寄稿

黒
磯
駅
前
商
店
街
は
「
板
室
・

那
須
の
観
光
地
の
玄
関
」
な
ら
び

に
「
地
域
経
済
の
中
核
」
と
し
て

発
展
し
て
き
た
が
、
車
社
会
の
進

展
・
大
型
店
舗
進
出
、
東
北
新
幹

線
那
須
塩
原
駅
開
設
も
重
な
り
、

か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
は
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
。

街
に
は
石
造
り
の
家
が
点
在
し
、

駅
前
の
ア
ー
ケ
ー
ド
は
往
時
を
偲

ば
せ
る
風
情
が
あ
る
。
黒
磯
神
社
、

原
街
道
や
日
本
の
橋
１
０
０
選
の

晩
翠
橋
の
風
景
な
ど
私
の
好
き
な

散
歩
道
で
あ
る
。
お
茶
を
い
た
だ

き
な
が
ら
地
域
の
人
が
創
作
し
た

展
示
作
品
を
拝
見
で
き
る
カ
ワ
ッ

タ
家
で
の
無
料
休
憩
も
楽
し
み
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
カ
ワ
ッ
タ
家
で
の
雑
談
か

ら
駅
前
商
店
街
を
復
活
さ
せ
よ
う

と
す
る
活
動
の
あ
る
こ
と
を
知
り

関
心
を
持
ち
、
駅
前
商
店
街
活
性

化
委
員
会
の
瀧
澤
会
長
の
お
話
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。

平
成
１９
年
９
月
商
店
街
有
志
に

よ
る
活
性
化
委
員
会
を
設
立
し
、

現
在
１６
人
で
取
り
組
ん
で
い
る
と

い
う
。
地
元
を
な
ん
と
か
し
た
い

と
い
う
熱
意
の
あ
ふ
れ
る
会
話
は

３
時
間
に
お
よ
び
、
街
の
に
ぎ
わ

い
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
状

を
熱
心
に
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

に
ぎ
わ
い
作
り
に
取
り
組
み
５

年
目
。
商
店
街
の
活
性
化
に
不
可

欠
な
店
舗
の
再
構
築
と
い
う
難
題

へ
の
取
り
組
み
と
併
せ
、
地
元
力

を
結
集
し
た
地
道
な
活
動
を
お
聴

き
で
き
た
。
歴
史
の
街
黒
磯
に
地

産
地
消
の
に
ぎ
わ
い
と
活
気
が
戻

っ
て
く
る
こ
と
を
那
須
塩
原
市
民

と
し
て
願
っ
て
や
ま
な
い
。
た
ま

に
食
べ
に
寄
り
た
く
な
る
洒
落
た

地
元
の
店
の
出
現
も
願
っ
て
…

【
広
報
モ
ニ
タ
ー

赤
川
貞
城
】

【
事
例
１
】

テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
、
商
品

券
が
使
え
な
く
な
る
と
言
っ
て
い

た
。
い
つ
か
使
お
う
と
思
っ
て
楽

し
み
に
た
め
て
お
い
た
の
に
、
本

当
に
使
え
な
く
な
る
の
か
？

【
事
例
２
】

新
聞
に
使
え
な
く
な
る
商
品
券

の
払
い
戻
し
に
関
す
る
記
事
が
で

て
い
た
ら
し
い
が
、
気
が
つ
か
な

か
っ
た
。
自
分
が
持
っ
て
い
る
商

品
券
が
該
当
し
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
ど
こ
で
確
認
で
き
る
か

教
え
て
ほ
し
い
。

《
説
明
》

・
平
成
２２
年
４
月
に
「
資
金
決
済

法
」
が
施
行
さ
れ
、
前
払
い
式

の
商
品
券
や
ギ
フ
ト
券
、
Ｉ
Ｃ

式
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
お
よ
び

電
子
マ
ネ
ー
な
ど
の
一
部
が
取

り
扱
い
を
終
了
し
た
り
、
廃
止

に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

・
す
べ
て
の
商
品
券
が
使
え
な
く

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
商
品
券
の
発
行
者
が
商
品
券
の

利
用
を
終
了
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
商
品
券
を
持
っ
て
い
る
人

に
対
し
て
６０
日
以
上
の
払
戻
申

出
期
間
を
設
け
た
上
で
、
額
面

通
り
払
い
戻
し
を
行
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

・
取
扱
店
舗
や
新
聞
な
ど
で
公
表

し
て
い
ま
す
の
で
、
情
報
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
払
戻

期
間
内
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

・
払
戻
申
出
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
場
合
も
す
ぐ
に
廃
棄
せ
ず
、

ま
ず
は
発
行
者
に
問
い
合
わ
せ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や
金
融
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
使
え

な
く
な
る
商
品
券
や
払
戻
期

間
・
連
絡
先
な
ど
を
確
認
で
き

ま
す
。

★
ま
ず
は
、
お
手
持
ち
の
商
品
券

を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

黒
磯
駅
前
商
店
街
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
に
よ
せ
て

問
い
合
わ
せ

■本
秘
書
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
９

「
本
当
で
す
か
？

商
品
券
が
使
え
な
く
な
る
っ
て
…
？
」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
〜
バ
ス
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

�
０
２
８
７（
６３
）７
９
０
０

開
設
時
間

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

＊キャンドルナイトの開催（ 6月と12月の年 2回）
＊もったいない市の開催（規格外商品の廉価販売）
＊年金ご長寿パスポートの発行（高齢者への割引販売）
＊寺子屋学習（夏休み中の子ども達への学習サポート）
＊駅前と通りのイルミネーション設置
＊街の整備（アーケードのペンキ塗り、空き店舗対策とし

てカワッタ家や元気ほん歩を開設、空き店舗
出店のあっせん）

駅前活性化委員会の取り組み

現在はカフェとして利用されて
いる高木会館（国登録文化財）
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お
知
ら
せ

家
屋
を
新
築
な
ど
で

取
得
し
た
皆
さ
ん
へ

主
に
平
成
２２
年
中
に
、
家
屋
を

新
築
、
増
築
ま
た
は
改
築
に
よ
り

取
得
さ
れ
た
人
に
、
７
月
８
日
付

で「
不
動
産
取
得
税
納
税
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。
最
寄
り
の
金
融

機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
県
税
事
務

所
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限

７
月
２９
日
�

※
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

家
屋
が
被
災
し
た
人
は
、
減
免

と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

大
田
原
県
税
事
務
所
課
税
課

不
動
産
取
得
税
担
当

�
０
２
８
７（
２３
）４
１
７
２

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
の
ご
案
内

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
退
職
金
の

こ
と
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退

共
）
は
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員

の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
な
ら
、

①
国
の
掛
け
金
助
成
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

②
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
。

③
社
外
積
立
だ
か
ら
管
理
が
簡
単
。

パ
ー
ト
従
業
員
の
た
め
の
特
別

掛
金
月
額
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
中
退

共
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部�
０
３（
３
４
３
６
）０
１
５
１

水
道
メ
ー
タ
ー
の

無
償
交
換
を
行
い
ま
す

計
量
法
に
よ
り
、
水
道
メ
ー
タ

ー
の
有
効
期
間
は
８
年
と
な
っ
て

い
て
、
期
間
の
満
了
す
る
メ
ー
タ

ー
は
交
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
市
が
委
託
し
た
業

者
が
、
交
換
期
間
中
に
該
当
す
る

家
庭
や
事
業
所
へ
交
換
に
伺
い
ま

す
。な

お
、
交
換
作
業
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

正
確
な
使
用
水
量
を
測
定
す
る

た
め
に
も
メ
ー
タ
ー
の
交
換
は
必

要
不
可
欠
で
す
の
で
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
交
換
を
行
う
業
者
は
、

市
か
ら
交
換
の
業
務
委
託
を
請

け
負
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
身

分
証
を
携
行
し
て
い
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
交
換
は
無
償
で
行
う

の
で
、
業
者
が
交
換
費
用
を
請

求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
ー

市
内
全
域
の
平
成
１５
年
度
に
検

定
を
受
け
た
水
道
メ
ー
タ
ー

交
換
期
間
（
予
定
）

７
月
中
旬
〜
来
年
２
月
中
旬

問
い
合
わ
せ

■西
水
道
施
設
課�（

３７
）５
２
１
３

ラ
イ
タ
ー
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ

を
廃
棄
す
る
と
き
の

お
願
い

先
日
、
ご
み
の
収
集
中
に
収
集

車
の
火
災
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い

大
き
な
被
害
は
出
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
原
因
と
し
て
ラ
イ
タ
ー
や
ス

プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン

ベ
の
中
身
が
残
っ
た
ま
ま
ご
み
に

出
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
の
ル

ー
ル
を
再
度
確
認
し
、
ご
み
の
分

別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ラ
イ
タ
ー
の
出
し
方

中
の
ガ
ス
を
出
し
切
っ
て
か
ら
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
は

「
可
燃
ご
み
」
で
、
金
属
性
の

も
の
は
「
不
燃
ご
み
」
で
出
し

て
く
だ
さ
い

◆
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

ボ
ン
ベ
の
出
し
方

中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
、
風

通
し
の
良
い
火
の
気
の
な
い
と

こ
ろ
で
、
穴
を
開
け
て
「
不
燃

ご
み
」
の
日
に
、
出
し
て
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課�（

６２
）７
３
０
１

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

�（
６８
）１
８
８
１

◆那須塩原市の観光情報をとちぎテレビ「イブニング6」内で毎週水曜 午後 6時35分頃から放送中◆

県知事統計功労賞を受賞しました
6 月15日県民の日、統計調査に長年にわたり尽力

された功労者が、栃木県知事より表彰を受けました。
受賞者 橋本勝子さん（高砂町）
調査員歴 25年 調査経験回数 69回
※「事業所・企業統計調査」などの功績により受
賞。

問い合わせ ■本市民協働推進課 �（62）7105

● 5月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�0180－992009 （黒磯地区）
�（22）0119 （西那須野・塩原地区）

◎火災…建物 3件・林野 0件・その他 1件
平成23年の累計48件

◎救急…交通 39件・急病 218件・その他 89件
平成23年の累計1,626件

問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �（62）0864
西那須野分署 �（36）2300
塩原分署 �（32）2949

休日当番医変更のお知らせ

7 月の休日当番医が次のとおり
変更になります。
・7月24日（日）

中川医院、原内科小児科医院
・7月31日（日）

見川医院、西那須野内科循環
器科クリニック

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原支所庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４

１２平成23年 7月 5日号



地
デ
ジ
に
関
す
る

無
料
相
談
を
実
施
中

２
０
１
１
年
７
月
に
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
放
送
は
終
了
し
ま
す
。

こ
れ
以
降
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

だ
け
で
は
テ
レ
ビ
放
送
が
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

現
在
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
見
て
い

る
人
や
、
受
信
方
法
に
つ
い
て
分

か
ら
な
い
人
な
ど
、
地
デ
ジ
化
に

つ
い
て
困
っ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

地
デ
ジ
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

総
務
省
栃
木
県
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
栃

木
）
相
談
会
グ
ル
ー
プ

�
０
２
８（
６
３
５
）１
１
５
２

※
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
。

受
信
状
況
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

総
務
省
栃
木
県
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
栃

木
）

�
０
２
８（
３
３
３
）３
３
３
１

※
平
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、

土
・
日
曜
、
祝
日
は
午
後
６
時

ま
で
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７
月
２０
日
�
〜
８
月
３１
日
�
ま

で
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
ま
す
。

◆
運
動
の
基
本

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

夏
休
み
期
間
中
は
、
子
ど
も
達

が
外
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
子
ど
も

を
見
か
け
た
と
き
は
、
徐
行
す
る

な
ど
、
十
分
注
意
し
て
運
転
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
高
齢
者
に
や
さ

し
い
３
Ｓ
（
ス
リ
ー
エ
ス
）
運
動

を
実
践
し
、
高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

道
路
や
車
の
そ
ば
で
遊
ん
だ
り
、

道
路
へ
の
飛
び
出
し
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
交
差
点
で
は
必
ず
止

ま
り
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

斜
め
横
断
な
ど
の
危
険
な
横
断

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
慣
れ
た
道

で
も
油
断
せ
ず
、
十
分
な
安
全

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
夕
方
や

夜
間
は
明
る
い
服
装
と
反
射
材

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�（
６２
）７
１
２
７

県
有
財
産
（
土
地
）
を

売
払
い
し
ま
す

売
払
方
法

一
般
競
争
入
札

入
札
日
時

８
月
２９
日
�

午
前
１０
時
３０
分

※
受
け
付
け
は
午
前
１０
時
か
ら
。

※
入
札
保
証
金
を
午
前
１０
時
２０
分

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

県
庁
研
修
館
２
０
５
研
修
室

物
件
の
内
容

◆
物
件
１

所

在
那
須
塩
原
市
豊
浦
南
町８８

番
６７

地

目

宅
地

地

積

１
２
６
７
・
８
５
㎡

用
途
地
域

第
１
種
住
居
地
域

建
ぺ
い
率

６０
％
（
指
定
）

容
積
率

２
０
０
％
（
指
定
）

最
低
売
却
価
格

８
８
７
万
円

入
札
保
証
金

４４
万
４
０
０
０
円

◆
物
件
２

所

在
那
須
塩
原
市
下
永
田
三
丁
目

１
１
６
１
番
１

外
１
筆

地

目

宅
地

地

積
９
１
４
・
１
８
㎡
（
実
測
）

用
途
地
域

第
１
種
住
居
地
域

建
ぺ
い
率

６０
％
（
指
定
）

容
積
率

２
０
０
％
（
指
定
）

最
低
売
却
価
格

１
３
３
０
万
円

入
札
保
証
金

６６
万
５
０
０
０
円

現
地
説
明
会
日
程

「
物
件
１
」・「
物
件
２
」
と
も

７
月
２１
日
�
、
２２
日
�
、
２５
日

�
、
２６
日
�
の
希
望
日

そ
の
他

・
入
札
に
参
加
を
す
る
に
は
、
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

・
売
却
代
金
は
、
売
却
決
定
後
お

お
む
ね
１
カ
月
以
内
に
一
括
納

付
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
管
財
課
財
産
活
用
推
進
室

�
０
２
８（
６
２
３
）２
０
７
７

金
沢
小
学
校
屋
内
プ
ー
ル

を
夜
間
開
放
し
ま
す

一
般
の
人
も
利
用
で
き
る
の
で
、

皆
さ
ん
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

開
放
期
間

７
月
２１
日
〜
８
月
２５
日
の
、
毎

週
火
・
木
・
土
曜
（
１４
日
間
）

午
後
７
時
〜
９
時

※
８
月
１３
日
�
・
１６
日
�
お
よ
び

水
温
が
２０
度
以
下
の
場
合
は
休

み
。

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

無料相談会日程

開 催 日

8月

1 日（月）
2日（火）

8日（月）～

10日（水）

15日（月）～

17日（水）

22日（月）～

24日（水）

受付時間 午前10時～正午、午後1時～2時

7月

16日（土）
17日（日）
19日（火）
30日（土）
31日（日）

－

23日（土）～

26日（火）

9日（土）～

12日（火）

と こ ろ

いきいきふれあい
センター

ハロープラザ

西那須野公民館

那須野が原
ハーモニーホール

平成23年 7月 5日号１３
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。



募
集

ふ
れ
あ
い
農
園
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

利
用
期
間

８
月
１
日
�
〜
来
年

３
月
３１
日
�

対

象

市
民

募
集
農
園
（
黒
磯
地
区
）

渡
辺
の
農
園

面

積
１
区
画
当
た
り
約
５０
㎡

使
用
料

１
区
画
当
た
り
２
０
０
０
円

申
込
方
法

農
業
公
社
の
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

※
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

申
込
期
間

７
月
５
日
�
〜
１５
日
�

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

抽
選
会
日
時

７
月
２０
日
�

午
前
１０
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
業
公
社

�（
６０
）１
２
８
３

に
し
な
す
の
運
動
公
園

プ
ー
ル

夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

職

種

プ
ー
ル
監
視
員

勤
務
期
間

７
月
２６
日
�
〜
９
月
２４
日
�

※
８
月
２１
日
�
〜
２７
日
�
は
休
館
。

※
９
月
は
土
・
日
曜
、
祝
日
の
み

の
勤
務
に
な
り
ま
す
。

勤
務
時
間

①
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

②
午
後
５
時
１５
分
〜
９
時

※
①
②
の
勤
務
時
間
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。

休

日
毎
週
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）
と
そ
の
他
指
定
日

対

象
１８
歳
以
上
で
泳
げ
る
人

募
集
人
数

若
干
名

給

与

時
給
７
６
０
円

通
勤
手
当

距
離
に
応
じ
て
通
勤
手
当
て
を

支
給

面
接
日
時

７
月
１５
日
�

午
前
１０
時

に
し
な
す
の
運
動
公
園

募
集
期
間

７
月
５
日
�
〜
１４
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
方
法

写
真
を
添
付
し
た
履
歴
書
を
、

に
し
な
す
の
運
動
公
園
事
務
所

へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
施
設
振
興
公
社
西
那
須
野
地

区
（
に
し
な
す
の
運
動
公
園
）

�（
３６
）４
７
８
５

平
成
２４
年
度
採
用

那
須
塩
原
市
職
員

募
集
区
分

・
一
般
事
務

・
保
健
師
（
要
保
健
師
免
許
）

・
保
育
士
（
要
保
育
士
資
格
）

・
障
害
者
（
自
力
に
よ
り
通
勤
す

る
こ
と
が
で
き
、
介
助
者
な
し

に
職
務
の
遂
行
が
可
能
等
）

※
保
健
師
免
許
お
よ
び
保
育
士
資

格
に
つ
い
て
は
、
取
得
見
込
み

を
含
む
。

定

員
一
般
事
務
に
つ
い
て
は
、
１５
人

程
度
、
そ
の
他
は
そ
れ
ぞ
れ
若

干
名

申
込
期
限

７
月
３１
日
�

※
窓
口
で
の
受
け
付
け
は
、
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
７
月
３１
日
の

消
印
有
効
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
総
務
課

�（
６２
）７
１
７
６

■HPhttp
://city.nasushio

b
ara.

lg
.jp

小
規
模
工
事
等
契
約

希
望
者
の
登
録
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
建
設

工
事
お
よ
び
修
繕
に
つ
い
て
、
見

積
り
参
加
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
の

登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

対

象

市
内
に
主
た
る
事
業
所

ま
た
は
住
所
を
有
す
る
事
業
者

※
本
市
の
入
札
参
加
資
格
を
も
つ

事
業
者
は
除
く
。

申
請
書
類

申
請
書
、
納
税
証
明

書
（
過
年
度
分
も
含
め
て
未
納

が
な
い
旨
の
証
明
書
）
な
ど

受
付
期
間

７
月
２５
日
�
〜
８
月
１９
日
�

（
土
・
日
曜
を
除
く
）

そ
の
他

申
請
に
必
要
な
資
格
要

件
、
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
契
約
検
査
課�（

６２
）７
１
１
４

２０１１年那須野ふるさと花火大会
中止のお知らせ

２年に１度、市民の皆さんの協力で開催している同大会
は、電力供給不足による大規模停電の発生や計画停電実施
の可能性などから、来場者の安全確保が困難になることが
予想されるため、本年の開催は中止となりました。
「このまちの将来を託す子どもたちに夢と感動を与える
ため」、「このまちが心から愛せるふるさとであるため」、
「このまちが明るく心豊かなまちであるため」に花火大会
実行委員会では、来年以降の早期開催とさらなる発展を目
指して活動を続けていきますので、ご理解くださいますよ
うお願いします。
問い合わせ

那須野ふるさと花火大会実行委員会事務局

�080（2396）1237
■HP http : //nasuno-hanabi.jugem.jp/

【お詫びと訂正】

6 月20日号に掲載した 6月の
人口に一部誤りがありました
のでお詫びして訂正いたします。

〔正〕 転出 3 4 3人

〔誤〕 転出 4 3 4人

１４平成23年 7月 5日号



研
修
会
・
講
座
・
試
験

障
害
者
向
け
職
業
訓
練

と

き
９
月
６
日
�
〜
１０
月
２８
日
�

（
２
カ
月
間
）

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分

と
こ
ろ

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い

（
さ
く
ら
市
桜
野
１
２
７
０
）

内

容

【
基
礎
訓
練
科
】

就
労
生
活
全
般
・
対
人
関
係
・

公
共
交
通
機
関
利
用
・
事
務
作

業
・
室
内
作
業
お
よ
び
農
園
作

業
を
学
び
、
職
場
体
験
実
習
を

行
い
ま
す

対

象
知
的
・
精
神
障
害
の
あ
る
人
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し

込
み
を
し
て
い
る
人

定

員

５
人

受
講
料

無
料（
教
材
費
等
は
自
己
負
担
）

申
込
期
限

７
月
２９
日
�

そ
の
他

８
月
１８
日
�
面
接
に
よ

る
選
考
を
行
い
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

�（
６４
）４
０
０
０

※
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

と

き

１０
月
２３
日
�

午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ

・
第
１
会
場

宇
都
宮
短
期
大
学

附
属
高
等
学
校

・
第
２
会
場

と
ち
ぎ
健
康
の
森

申
込
方
法

市
役
所
（
各
庁
舎
）
の
介
護
保

険
担
当
窓
口
、
ま
た
は
県
北
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ
る

受
験
申
込
書
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
期
限

７
月
２９
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
事
業

部
研
修
課
介
護
支
援
専
門
員
実

務
研
修
受
講
試
験
担
当

�
０
２
８（
６
５
０
）５
５
８
７

放
送
大
学
（
１０
月
入
学
）

放
送
大
学
で
は
、
平
成
２３
年
度

第
２
学
期
（
１０
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内

容

①
教
養
学
部

・
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学

し
、
卒
業
を
目
指
す
）

②
大
学
院

・
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間

８
月
３１
日
�
必
着

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
２
１
‐
０
９
４
３

宇
都
宮
市
峰
町
３
５
０
（
宇
都

宮
大
学
構
内
）

放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８（
６
３
２
）０
５
７
２

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■HPhttp
://w
w
w
.o
uj.ac.jp

催
し

国
際
医
療
福
祉
大
学

塩
谷
看
護
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

と

き
７
月
２３
日
�
、
８
月
６
日
�
、

２３
日
�
、
９
月
２４
日
�
、

１０
月
８
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

※
１０
月
８
日
�
は
午
前
１０
時
〜
午

後
３
時
（
学
校
祭
同
時
開
催
）。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護

専
門
学
校

�
０
２
８
７（
４４
）２
３
２
２

◆ ◆ 図書館だより ◆ ◆
◆黒磯図書館 夏休み課外クラブ

定員

10人

10人

10人

ところ 黒磯図書館 申込開始日 7 月19日（火） 午前10時から ※電話で申し込みできます。
申し込み・問い合わせ 黒磯図書館 �（63）9031

◆西那須野図書館 こどものつどい

定員

50人

20人

20人

対 象 幼児～小学低学年の児童とその保護者 参加費 すべて無料 ※申し込みは不要です。
問い合わせ 西那須野図書館 �（36）6001

参加費

200円

100円

100円

内 容

人形劇（アンパンマン ほか）

絵本の読み聞かせ

紙しばい

内 容

ふしぎ！ふしぎ！たこたこしずめ
～ペットボトル工作～

玉乗りオットットセイ（工作）

ストローでおもちゃを作ろう！

ところ

西那須野庁舎100会議室

西那須野図書館

西那須野図書館

対 象

市内の小学 1～ 3年生

市内の小学 1～ 3年生

市内の小学 1・ 2年生

と き

8 月 6 日（土） 午前10時30分～11時30分

8 月 6 日（土） 午後 2時～ 2時30分

8 月 7 日（日） 午後 2時～ 2時30分

と き

7 月27日（水） 午前10時～正午

7月28日（木） 午前10時～正午

8月 3日（水） 午前10時～正午

平成23年 7月 5日号１５
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。



ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

作
り
教
室
＆

ロ
ケ
ッ
ト
飛
ば
し
大
会

と
き
・
と
こ
ろ

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
作
り

教
室

７
月
３０
日
�

午
前
９
時
〜

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

②
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ば
し
大
会

７
月
３１
日
�

午
前
９
時
〜

那
珂
川
河
畔
運
動
公
園

※
今
ま
で
の
最
高
飛
距
離
は
、

１
２
４
・
５
ｍ
。

対

象

小
学
生
の
親
子

定

員

３０
組

参
加
費

一
つ
作
成
に
つ
き
１
１
０
０
円

申
込
期
限

７
月
２０
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
公
民
館
�（
６０
）１
１
１
５

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
タ

し
お
ば
ら
２
０
１
１

と

き

７
月
３１
日
�

午
後
３
時
〜
６
時

と
こ
ろ

塩
原
も
の
語
り
館

入
場
料

無
料

出

演

ス
ウ
ィ
ン
ギ
ン
グ
ハ
ー

ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ほ
か

問
い
合
わ
せ

塩
原
も
の
語
り
館

�（
３２
）４
０
０
０

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
那
須
塩
原

県
政
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
と
知
事
が
直
接
話
し
合
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

と

き

８
月
２７
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

西
那
須
野
公
民
館

対

象
県
民
ま
た
は
県
内
に
勤
務
・
通

学
し
て
い
る
人

定

員

１
０
０
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

申
込
方
法

住
所
・
名
前
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
性
別
・
職
業
（
学
校
名
）

を
明
記
し
、
は
が
き
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

８
月
１２
日
�（
当
日
消
印
有
効
）

そ
の
他

無
料
の
託
児
室
（
乳
児
対
象
）

が
あ
る
の
で
、
利
用
を
希
望
す

る
人
は
申
込
時
に
そ
の
旨
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
２
０
‐
８
５
０
１

※
住
所
記
入
不
要
。

県
広
報
課

�
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

FAX
０
２
８（
６
２
３
）２
１
６
０

ko
cho
@
p
ref.to

chig
i.lg
.jp
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東日本大震災復興支援チャリティーマラソン

と き 11月 3 日（木・祝） 午前 8時から受け付け と こ ろ くろいそ運動場および周辺コース
コ ー ス ハーフ21.0975㎞（高校生以上）、 5㎞（高校生以上）、 3㎞（中学生）、 2㎞（小学生・ファミリ

ー）、 1㎞（ランウォークの部：障害者手帳を持っている人、またはそれに準ずる人）
参 加 費 一般 2,500円、高校生 1,000円、小・中学生 500円、ファミリー（ 1組） 1,000円、

ランウォークの部 無料
※大会は東日本大震災の復興支援も目的としています。参加料の一部（100円）は義援金として
被災地へ寄付します。

定 員 2,500人 ※定員になり次第締め切り。
申込方法 ①インターネット・携帯サイトによる申し込み ■HP http : //runnet.jp/ ※8月31日（水）締め切り。

②郵便振替による申し込み ※7月29日（金）締め切り、消印有効。

所定の用紙に必要事項を記入し，参加費等を添えて近くの郵便局窓口にお持ちください。
※郵便振替申し込み用紙設置場所一覧
■本商工観光課、■西スポーツ振興課、■塩産業観光建設課、箒根出張所、くろいそ運動場、にしな
すの運動公園、三島体育センター、塩原B&G海洋センター、青木サッカー場、市内の各公民
館・図書館

大会当日のボランティアスタッフ
（走路員・給水係など）募集中！

那須塩原ハーフマラソン実行委員会で
は、大会運営のためのボランティアスタ
ッフを募集します。スタッフには、スタ
ッフジャンパーおよび昼食を支給します。

問い合わせ

■西スポーツ振興課 �（37）5439

１６平成23年 7月 5日号
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～東日本大震災被災地を応援します～

「西那須野ふれあいフェスタ 2011」
と き 7 月29日（金） 午前10時～午後 6時（小雨決行）

※開催時間が 6月20日号に掲載した時間から変更となっていますのでご注意くだ
さい。

ところ 西那須野公民館
内 容 ステージイベント、各種アトラクション、各種模擬店、疏水レースなど

その他盛りだくさんのイベント
※小さなお子さんは、必ず保護者同伴で来てね！

と き 7 月30日（土） 午後 3時～ 9時
※雨天予備日 7月31日（日）の同時間帯。

ところ 西那須野駅前通り、西那須野駅前公園通り、桜通り、要町通りに囲まれた地域
内 容 小中学校ブラスバンド・鼓笛隊、遅沢ばやし山車、仮装大会、流し踊り、

那須野ヶ原疏水太鼓、自主イベントなど多彩なイベントで盛り上げます
また、東日本大震災被災地への義援金募集等を実施します

地域の元気を日本の元気につなげます！
みんなでまつりを盛り上げましょう。

【第10回疏水レース出場者（一般の部・中学生の部・小学生の部）募集中！】
スピード、バランス、チームワークのすべてを駆使した 3人 1組のタイムトライアルレースです。
※申し込みは、定員になり次第締め切ります。
申し込み・問い合わせ
ふれあいまつり疏水レース実行委員会事務局（西那須野商工会内）�（36）0697

疏水レース

問い合わせ
ふれあいまつり実行委員会事務局
（■西産業観光建設課内）�（37）5107

お詫びと訂正 広報なすしおばら６月２０日号１９ページ中、「地元の元気を
日本の元気に」とありますが、正しくは「地域の元気を日
本の元気に」です。お詫びして訂正いたします。

※詳しい周辺図は、7月20日発行の広報なすしおばらに掲載します。

平成23年 7月 5日号１７

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



那
須
野
が
原
博
物
館
に
は
、
今

日
海
外
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得

て
い
る
川
瀬
巴
水
の
作
品
の
う
ち

塩
原
を
描
い
た
版
画
作
品
を
収
蔵

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、

旧
塩
原
町
が
収
集
し
た
作
品
を
引

継
ぎ
、
那
須
野
が
原
博
物
館
が
継

続
的
に
収
集
し
て
い
る
も
の
で
す
。

川
瀬
巴
水
は
、
明
治
１６
年
（
一

八
八
三
）
東
京
に
生
ま
れ
ま
す
。

あ
ら
き
か
ん
ゆ
う

１９
歳
で
荒
木
寛
友
に
師
事
し
、
そ

お
か
だ
さ
ぶ
ろ
う
す
け

の
後
岡
田
三
郎
助
に
も
指
導
を
受

か
ぶ
ら

ぎ
き
よ
か
た

け
ま
す
。
懇
願
し
て
鏑
木
清
方
へ

入
門
し
、「
巴
水
」の
名
を
与
え
ら

い
と
う
し
ん
す
い

れ
ま
す
。
大
正
７
年
に
伊
東
深
水

の
木
版
画
に
強
く
引
か
れ
、
こ
の

年
処
女
作
と
な
る
塩
原
を
題
材
と

し
た
《
塩
原
お
か
ね
路
》《
塩
原
畑

下
り
》《
塩
原
し
ほ
が
ま
》
の
三
部

作
を
制
作
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
の

《
塩
原
畑
下
り
》を
当
館
で
所
蔵
し

て
い
ま
す
。
処
女
作
で
あ
り
な
が

ら
、
代
表
作
と
い
え
る
作
品
で
す
。

幼
い
頃
、
毎
年
塩
原
を
訪
れ
、

戦
時
中
疎
開
し
て《
塩
原
猿
岩
》を

制
作
し
ま
し
た
。《
湯
宿
乃
朝

栃

木
県
塩
原
新
湯
》
は
珍
し
い
水
彩

画
で
、
同
じ
構
図
の
版
画
も
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
１２
月
１０
日
か

ら
当
館
で
の
企
画
展
「
風
景
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
展
示
し
ま
す
。
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「
編
集
後
記
」

▼
間
も
な
く
梅
雨
が
明
け
、
暑
い

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
年
の

夏
は
、
電
力
の
供
給
不
足
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
節
電
が
呼
び
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
節

電
に
よ
り
体
調
不
良
や
生
活
に
支

障
が
無
い
よ
う
、
節
度
を
持
っ
た

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
○小

▼
夏
に
向
け
て
世
間
は
節
電
の
話

題
で
も
ち
き
り
で
す
。
職
場
の
エ

ア
コ
ン
も
よ
ほ
ど
暑
く
な
ら
な
い

と
動
き
ま
せ
ん
。
暑
さ
対
策
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
悩

み
の
種
は
湿
気
対
策
。
湿
気
に
よ

り
頻
発
す
る
プ
リ
ン
タ
ー
の
紙
詰

ま
り
、
何
と
か
し
な
い
と
…

○興

▼
地
域
ぐ
る
み
で
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
る
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
を
よ
う
や
く
取
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１９
年
か

ら
始
ま
っ
た
事
業
も
今
年
度
は
５

年
間
の
一
区
切
り
。
続
け
る
の
は

大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
何
と
か

各
地
域
で
続
け
て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

�鎌

▼
「
昭
和
の
広
重
」
と
も
言
わ
れ

る
川
瀬
巴
水
の
作
品
が
塩
原
町
時

代
か
ら
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
初
め
て
知
り
ま

し
た
。「
湯
宿
乃
朝
」は
水
彩
画
と

版
画
で
違
う
所
が
あ
る
そ
う
で
、

ぜ
ひ
見
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○室

Vol.15

塩原の風景を愛した
かわ せ は すい

川瀬巴水

しおばらはた お

右：塩原畑下り
左：塩原猿岩
下：湯宿乃朝 栃木県塩原新湯（水彩画）


